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1 はじめに

地力窒素の発現や肥効調節型肥料の窒素溶出の 予p_lな

どは地温が重要なファクターとなるものの,継続的に測

定されることもないことから地温データの活用事例は多

くはない。

筆者らは,地温の広域的な 予測手法 1)を検証していく

中で,地温の 25℃温度変換 日数を用いることで水稲の幼

穂形成期が精度よく予測することができることを明らか

としたので報告する。

2 試験方法

(1)圃 場,試験年次,品種等

古川農業試験場 の 1998年 から 2001年の作況試験圃

のササニシキとひとめばれ (そ れぞれ,5月 1日 移植 ,

稚苗及び 5月 10日 移植,稚苗)と 2001年 の宮lFl県 内生

育調査圃 (角 田市,小野田町,築館町,中田町)のひと

めばれ,及び,宮城県農業センター(名 取市)の 1992年

から 1999年 の作況試験圃のササニシキ(5月 lo日 移植 ,

稚苗)の移植月日及び生育ステージのデータ。

(D 気温・地温の測定

気温はアメダスデータを活用した。地温は古川農業試

験場圃場及び角田市,小野田町,築館町,中田町の現地

試験圃場では圃場に熱電対を埋め込み(7 cm深)実測 し

た。また,宮城県農業センター圃場の 1991年 から 1999

年までの地温は推定式(式 1)|)を用い推定 した。

平均地温=0067× SR+0 596 Xt+8257・ ……(式 1)

ただし,SRは日射量‖J/耐/daJ,

tは (当 日+前 日の平均気温)÷ 2(℃ )

(3)温度変換日数

基準温度を 25℃ とした温度変換 日数(daly DTS,以 下,

DTSと表記)は式 2により算出した。また,積算 DTS値

は移植日から幼穂形成期の前日までの積算値とした。

なお,幼穂形成期の判別は幼穂長が lllに達 した日

とした。

DTSiexp〔 Ea(T― (273+25))/596T〕・・・・・(式 2)

Eaは活性化エネルギー (ca1/mol},

Tは (日 平均地温+273)

3 試験結果及び考察

古川農業試験場 の 1998年 から 2001年の作況試験固

のデータを表 1に示した。移植から幼穂形成期に達する

までの暦 日数はササニシキ,ひとめぼれとも 64日 で,

積算DTSは 同様に 331日 とな り移植日の違いはなか

った。暦日数の最長は 69日 (1999年 5月 1日 移植).最

短は 58日 (2000年 5月 1日 移植)であったが,積算 DTS
で表すと,それぞれ 385日 、327日 と差が小さくなっ

た。ここで,活性化エネルギーは仮に 25,000cal・ mol■

を適用した。

また,図 1に示すように,移植から幼穂形成期までの

積算DTS値 はほ場の場所によらず近似した値を示すこ

と、さらに、1992年から 1999年 の宮城県農業センター

のササニシキのデータからは〈図2),年次による変動も

少ないことがみてとれる。

ところで,DTSの 計算値は活性化エネルギーの値に

より異なる。表 2の場合も,活性化エネルギーの値が大

きくなるにつれ、DTS値の絶対値は小さくなるが,パ

ラツキは 25,000 cal・ mol lで 最小 (変動係数 31%)と な

ることから,ササニシキの活性化エネルギーを 25,000

cal・ m。11と した。

活性化エネルギーは品種,作型,苗質などにより固有

の値が設定されるものと考えられる。篠原らは2)ポンカ

ンの満開 4・ 測の際の最適感温特性値として 37.700 cal・

mol lを 示している。本報告のササニシキとひとめばれ

はついても,品種特有の活性化エネルギーがあると考え
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*古川農業試験場のデータ

られるが,古川農業試験場のデータ (表 1)か らは幼穂形

成期に達する時期が同じ中生のササニシキと近似してい

ることから,ひとめばれについてもササニシキと同じ

25,000 cal・ mol]を 使用しても問題ないと判断した。

4 まとめ

ササニシキとひとめばれの移植から幼穂形成期までの

地温の積算温度変換日数(以下,積算DTS)は ,年次や

場所によらず変動が少ないことが認められた。

ササニシキとひとめばれ,いずれも活性化エネルギー

を 25,000 cal・ 皿ol lと したとき,基準温度を 25℃ で移

植から幼穂形成期までに要する積算DTSが約 33日 で

幼穂形成期の予測への活用が可能と考えられた。

表 1 移植日から幼穂形成期までの積算 DTS値
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図2 暦日数と積算DTSの比較

表 2 活性化エネルギーと積算DTS試算値

Ea 平均 STD CV 最 長

2,500   598  355  59% 637   543
5,000   557  305  55% 589   509
10,000   483  222   4610 505   449
15,000  420  1 62  38% 440  398
20,000  367  121  33% 384   350
25,000  321  099  3 1% 337   305
30,000  282  092  33% 296  267

*官城県農業センターのデータ
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図 1 県内生育調査圃の積算

官城県農業センターのデータ

活性化エネルギー :25,000cal・ ■ol lで試算
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